要約
児童がホームページや動画を児童自ら作成し、それを周囲に発信することで、情報をコミニュケーションツールとして活用する力を育てることができると考えた。また、簡単なソフトの大枠を作っておくことで児童自らの発想を生かした自作ソフトを作成することができる。
＜キーワード＞　ホームページの作成，動画の作成，児童のソフト作成，Flash、情報のコミュニケーションツールとしての活用
１，はじめに
　社会科におけるICTの活用場面は数多く考えられる。そもそも社会科は人と人との関わりを授業に生かすことが多く、コミュニケーションの能力や表現能力が要求される内容が数多く盛り込まれていた。しかし現状では、ICTを生かした授業の内容は限定されている。今までの実践の内容を検証すると共に、今後の可能性を考えていきたい。

２，ICTの具体的な方法
　社会科でよく活用されるICTの具体的な方法は、メール、インターネット、テレビ会議だろう。そこにプラスするとしたら、ビデオメール、ホームページの自作による交流が考えられる。
（１）テレビ会議

最近、実践例が増えてきたテレビ会議だが、会社と違って問題点も多い。社会科は学習の流れを児童と共に作っていく。実際の授業の進み具合は予定通りにはいかない。知識を詰め込んでいくわけではないので、時間的にも内容的にもずれがおきる。その中でテーマを定めたテレビ会議による交流は思ったよりも難しい。交流するクラス同士の内容がずれてしまうことも多い。
もしテレビ会議による授業を進めていくとするならば、授業時間を共有し、同時に違う場所の児童が同じ内容で追究していくことが必要になると思う。このためには、交流する学校同士が授業時間割の作成時点にさかのぼり、共同学習が成立するよう事前の周到な準備が大切だ。教員の方も交流の相手校の児童の事もつかんでいる必要がある。現在のテレビ会議を生かした多くの実践がイベントから脱出して日常化できるかどうかが、今後のテレビ会議の有効な活動につながると考える。
　もう一つの問題点として考えられるのは、テレビ会議を行うとき、そのカメラが固定的に置かれていることだろう。パソコンルームでコンピュータと接続されていることが多いため、移動性がない。
今後はビデオやコンピュータなど周辺機器が接続された総合的なシステムと、もう一つが携帯電話に象徴される移動性の高い形。それらが有機的に関連して、児童の要求に応えられるようになっていくと考えられる。動画を高速で転送する携帯電話は多くの一般の人たちが持ち、容易に児童の質問に対応し、必要な状況を提示することができる。学校でも動画対応の携帯電話をICTの有効な教具として導入することも検討していくべきではないだろうか。
　テレビ会議は学校が学校という枠に収まらず、世界に広がる可能性を持つ強力な道具である。しかし、それがメディアの発展と共に大きく変わる可能性を持っていることを認識している必要がある。つい最近までテレビ会議の設備には数百万円、いや数千万円の費用が必要だったのだ。課題を克服し、有効に活用していくことを試みたい。

（２）メール

　メールは既に手紙の総数を超え、人々の交流手段として世界で定着した。当然、児童のICTの道具としてその利用法や利点、問題点を明らかにしていかなくてはならない。
　利点は、相手の都合のいいときに見てもらえばいいので相手の状況をあまり考慮しなくてもいいところだろう。相手も自分の都合の良いときに返信してくる。またここには文章だけではなく、写真などを貼付できることも交流に適している。児童の実践例からいうと、３年生ぐらいからあまり無理をせず利用できる。ローマ字入力もキーボード練習ソフトを活用すると多くの児童が１，２ヶ月で使えるようになる。また、高学年では必要なサイトを検索し、そこに質問を出し、必要な回答を待つことになる。学校同士の交流にもよく使われる。
問題点はメールアドレスの児童への配布の仕方だろう。実際に活用すると児童全てに固定のアドレスがあればいいのだが、ほとんどの学校は、代表のアドレスで交流を行っている。そのため、その中には多くの内容が混在することになってしまう。

世田谷では１つの学校に５０アドレスが配布されていて、通常の地域より恵まれている。しかしメーラーにそれらのアドレスが全て登録されている必要がある。どのパソコンからもメールが打てるようにしないと、またどのパソコンでも自分のメールを受け取れるようにしないと実際に使えるようにはならない。ただ実際に全員のアドレスをユーザーとして入れると入り口で自分の名前を探すのに時間がかかってしまう。小学生でも使いやすいメールの設定の形を検討しなければならない。一つの選択肢としてWEBメールのようにインターネット上からどこでもユーザー名とパスワードを入れると利用できるメールの活用も考慮すべきかもしれない。

もう一つの課題は児童の安全性をどう確保するかだ。メールによる犯罪に巻き込まれないようにするために、地域ぐるみの設定が必要だ。児童専用メーラーソフトを使うとある程度可能だが、ネチケット教育の重要性が増している。携帯の危険性にもつながることなので、小学校のうちに十分な意識付けが大切だと思う。

（３）インターネット

現在、社会科の調べ学習ではインターネットを活用する事が多くなっている。教科書は最新の資料とは言い難いが、ネット上では国の機関や白書、地図、各産業、関係の会社にアクセスすることができる。見つけた資料は印刷して自分の資料として活用できる。また写真、動画やアニメでわかりやすく表現してくれるサイトも増えている。児童は検索ソフトを使い、自分たちの課題を追究している。
問題は、その資料の活用の仕方だ。多くの児童が見つけた資料をそのまま自分の新聞やレポートに写している。内容の検討もせず、漢字も読めないまま、それを写して良しとすることがある。個別の学習課題を追究する場合、インターネットは有効だ。しかしその後の資料の活用法が無批判にまた自ら考えることもなく「写す活動」で終わるのだったら、学習として評価をすることはできない。児童の検索サイトでは必要な情報には足りない。大人の検索サイトでは情報はあまりにも多い。適当な情報に迫るためのテクニックと正しい情報をつかむため、比較検討しながら情報を見極める力を児童と教員が共有できるかどうかということだ。
この場合、コミュニケーション能力は有効に生きる。同じ課題を調べている学級、学年、近隣の児童たち、あるいは他府県の児童たちと結果や結論を交換することが一つの有効な検証になるだろう。レポートや新聞作りを写す活動で終わらせないことが大切だ。
３，新しいICTの道具として（実践例の紹介）
（１）児童によるﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの作成

　学校ホームページは多くなってきた。多くの学校が自分の情報サイトを持つことができるようになってきた。最近は教師によるホームページ作成だけではなく、児童による学習内容の発表のページが増え、情報発信の道具としてホームぺージが利用されるようになってきた。
具体的には、社会科や総合的な学習のサイトが児童が地域について調べたことをまとめてある。自分の学んだことを学校の中だけでは終わらせないような形だ。
　児童がホームページを作成するときには、いくつかの課題がある。そのことについて以下の実践例を紹介する。
	世田谷区情報教育部１０月研究授業
提案
「子どもたちが作るホームページ」
～各教科・領域の時間で作るページ～


＜今回の研究主題＞
　学校のホームページは、世田谷でも多く作られるようになった。しかし、まだ児童自身の手による作成は少ない。ホームページ作成の場面では、様々な情報能力を統合的に活用する事が要求されるので、児童の能力を育てるのには格好の場面である。
　そこで、各教科で、ホームページを作成する事を中心に学習する形を試みた。どのような教科、学習内容、場面だったらより効果的で児童も関わりやすいのか、各教科で試みることにした。実際には割り当て時間があるため、全ての授業で実施するのは不可能だが、いくつかの場面で作成が可能かどうか試みた。
１，児童の基礎技能を育てる必要
（略）
２，機器やサーバーの環境を整える必要
・写真、動画の取り込み環境を整えること。学校全体の写真フォルダを作成しておく必要
・全員から見ることができる共有フォルダを作成しておくこと・・・「ひろば」
・「ひろば」に、児童の活動前にクラスや児童フォルダを作成しておくこと
・学校全体の基礎的なフォルダ名や構造など、約束事を作っておくこと
・プロジェクタを利用しやすいよう所定の場所を決めておくこと
・ソフトを使いやすいようメンテナンスを行っておく
３，主なソフトの使用法を児童と共に確認しておく
・ホームページビルダーは保存の時に他人のフォルダに誤って保存しがちな構造なので、必ず、自分のフォルダを確認してから保存する約束を作る。
・LOGOを使って文字を作るとき、誤って前に作ったLogoを消してしまうことがあるので、同じ名前の時は変えるよう指導する。
・文章、写真、絵、グラフ、プレゼンテーションのソフトを使用できるようしておく。
４，ホームページ作成に必要な基本的な力
（略）
５，部屋の環境と機器の状態
（略）
６，本時案
（１）活動場面
（２）活動のねらい
・ホームページを作成する力と、学習したことをまとめる力を育てる
・写真、図、絵等、事前の資料の準備を整えることが大切なことを知る
・友達と協力しながらホームページを作成していく
・自分のページの課題に気づく
（３）本時の学習活動（一部略）
	課題の把握
	・クラス全体で課題を確認する

・どのようなﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを作成するか考える

・友達の良いところを生かし作成する



	追究
	・各教科、領域で学習したことを、ホームページにまとめていく
・基礎的な技術が不足している児童には援助していく（１人、１５分で交代）

・資料が必要な児童は教師用パソコン等で作成する  
・必要な機器を活用（写真、動画、絵、文章、グラフ等）

	まとめ
	・数人の児童のページを見せ、良いところと課題を話し合い、全体で確認する

・自己の修正点を考えさせる


評価：
・友達と協力して、ホームページを作成する能力を高めることができたか。
・自分なりの観点を持ってホームページの作成をすることができたか。
（２）児童による動画データの編集

　動画は児童によるホームページ上の表現の一つとして、またビデオメールとして、あるいは学習の手段として様々な学習過程に応用できる。ICTの一つの手段として有効な方法と思われる。しかし、そのためにはいくつかの環境と児童の技術を整える必要がある。今までは編集ソフトや機器の環境が値段も高く、教育での利用が伸びなかったが、最近急速にその敷居が低くなっている。
動画の効果は社会科だけでなく、理科でも効果を発揮する。英語や国語での応用も考えられる。動くということ、また音声が同時に生かせるということが力になる。

今年は都小視の公開研究授業で児童による動画活用の授業を提案した。

	都小視公開授業指導案

　第５学年　社会科学習指導案
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授業者　坂井　岳志


１．単元名　「くらしを支える情報」

「子どもが作るニュース番組」
～自ら創る活動を通して～
２．単元の目標

　（略）
３．研究主題との関連

　今回は、この中で、⑥の伝えたい情報を効果的に発信することができるようにするために、一般的な条件の中で、動画を有効に活用し、ビデオとホームページ上で「学校ニュースを作成する」授業構成を考えてみた。
作成、ローマ字入力の仕方、写真の取り込み等、基礎的な事からできていない。だからホームページを作成するとき、フォルダのダブルクリックに失敗し、しばしばそのフォルダを違うフォルダの中に入れてしまう。またやり方がわからず、質問にくる児童がかなりいる。ホームページの作成には、総合的なパソコン操作能力が必要だということがよくわかる。さらに今回はビデオの撮影、取り込み、編集、書き出しという４つのステップを経て作業することになり、かなりの困難があるものと思われる。
（１）今回の課題
①ビデオ取り込み時に十分な性能を持つパソコンが２台しかない。
②またソフトも「Let'sEDIT」というカノープスの最新ソフトがあるが、その性能にハードが追いついていない。
③ビデオカメラは最大３台しかない。
④グループは６グループなので、使用機器やソフト、ビデオの使用を調整していかなくてはならない。
⑤今回は基礎的な技術だけでなく、パソコンやソフト、ビデオ機器等を効果的に活用する方法を押さえて置かなくてはならない。そのために、各教科で、機器の活用場面を考え、事前に技術の習得を図らなくてはならない。
（２）事前や学習中に習得するべき技術
①パソコンの基本操作（ファイル関係、ディレクトリ構造の理解）
②ローマ字入力
③デジタルビデオの操作（撮影の基本方法）
④ビデオ編集ソフトの操作（取り込み、編集、書き出し）
⑤ホームページ作成ソフト、ホームページビルダーの操作法の習得
⑥動画データのホームページ上での活用法の習得
（３）授業時に必要な力
①コミニュケーション能力・・・友達と協力しながら作成する
②情報収集能力・・・ニュース作成のため必要な情報を集める
③情報発信能力・・・自分たちの集めた情報を、見る側の立場に立って再構成し、分かりやすい内容にまとめ発信する
④情報に対する客観的な態度・・・情報を多面的に見る
・一つの題材を共に検討し、良いところや改善点を見つけていこうとする
・他の学校やホームページと比較し、自らのページの良さと課題を見つけようとする
・自分の考えだけではなく、友達の考えや意見を聞き、それを生かして修正していく
・他の学年や保護者、他の学校の意見を聞くことによって、さらに改善点を明確にしていく。
· 毎時間のまとめの時間に検討会を行い、多面的に見る力を育てる。
６．本時の指導
（１）ねらい
・様々な機器を活用して、自分たちのビデオニュースやホームページを作成する。

・情報を取材、整理、発信する活動に自ら進んで意欲的に参加する。

· 友達と協力して活動する。
・情報作成時の問題に気づいたか。
	学習内容

・クラス全体で今日の課題を確認する
　＊各班の課題、作業内容の確認
　＊役割分担　

＊時間配分
　・ビデオニュースや、ホームページニ

ュースを各班ごとに作成していく
　＊パソコンと編集用ソフト、ビデオ

　　カメラを使用して編集書き込みを

　　する（校内放送用）
　＊パソコンと編集用ソフトでWMV
　　動画作成（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ用素材作り）
　＊ビデオ撮影（体育館ステージを使

　　用し素材作成）

　＊動画を生かしたホームページの作

　　成(作成したファイルの張り付け)
・他のクラスや学年に見せるために、

既に作成した班のニュースの良いところと課題を話し合う
・お互いの修正点を検討する
・次の時間の課題を把握する

	教師の支援

	情報手段


４，今後の展開

　ICTの技術は日進月歩で現場の教員は研修なしでは道具として使いこなせない。もしかするともうICTに関しては児童と教員の関係は逆転しているのかもしれない。現在でも児童はパソコンを含め情報機器をなぜ使わせてもらえないのか訴えている。鍵を閉め大切にしまわれたパソコンルームとは何を象徴しているのか。問題を感じることを含め、情報機器に触れていかなければその有効な活用法を創造していくことはできないのではないか。紙が発明されたときと同様、情報に関しての大規模な変革な時代が続いている。
























　　　　　　小学校社会におけるＩＣＴの活用


　　　　　　　「児童が作るホームページや動画、ソフトを生かして」


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世田谷区立八幡小学校*1　坂井　岳志*2
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